
問　
消
防
団
の
位
置
付
け

や
重
要
性
、
期
待
さ
れ
る

役
割
、
近
年
の
活
動
実
績

は
い
か
に
。

答　
消
防
団
員
は
、
非
常

勤
特
別
職
の
地
方
公
務
員

の
身
分
を
有
し
、
火
災
発

生
時
に
は
消
防
本
部
と
連

携
し
、
初
期
消
火
活
動
や

残
火
処
理
活
動
を
行
う
。

ま
た
、
災
害
時
に
は
、
巡

視
や
土
の
う
積
み
な
ど
の

被
害
拡
大
防
止
活
動
に
も

従
事
、
活
躍
し
て
い
る
。

先
日
村
内
で
発
生
し
た
火

災
で
は
、
迅
速
に
臨
場
し
、

公
設
消
防
の
後
方
支
援
、

鎮
火
後
の
現
場
確
認
な
ど

を
行
っ
て
お
り
、
地
域
の

安
全
・
安
心
の
た
め
、
重

要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る

と
認
識
し
て
い
る
。

問　
管
轄
区
割
り
見
直
し

の
見
解
は
い
か
に
。

答　
７
つ
の
分
団
に
編
成

さ
れ
て
い
る
こ
と
、
分
団

ご
と
に
定
員
数
が
異
な
る

こ
と
に
疑
問
が
生
じ
る
も

の
と
考
え
て
お
り
、
管
轄

区
割
り
を
小
学
校
区
と
同

様
に
す
る
こ
と
で
地
域
と

の
連
携
強
化
や
消
防
団
活

動
へ
の
理
解
促
進
も
考
え

ら
れ
、
担
い
手
不
足
の
解

消
に
も
期
待
で
き
る
。
将

来
的
な
管
轄
区
割
り
の
見

直
し
に
向
け
、
各
分
団
や

関
係
者
と
協
議
を
進
め
る
。

問 消防団の管轄区割りの見直しは
答 地域連携の観点から検討を進める

問 質の高い給食の提供について
答 物価高騰の影響を精査する

傾
向
は
続
く
も
の
と
予
想

さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
賄
い

材
料
費
の
村
負
担
分
に
つ

い
て
は
、
物
価
高
騰
に
よ

る
献
立
へ
の
影
響
を
精
査

し
、
必
要
な
予
算
措
置
を

講
じ
た
い
。
一
方
で
、
給

食
費
の
増
額
に
つ
い
て
は
、

昨
今
の
物
価
高
騰
に
よ
り
、

家
庭
の
負
担
も
増
す
状
況

の
た
め
、
増
額
を
実
施
す

る
予
定
は
な
い
。
村
の
公

費
負
担
に
お
い
て
質
を
落

と
す
こ
と
な
く
、
栄
養
バ

ラ
ン
ス
の
取
れ
た
学
校
給

食
の
提
供
に
努
め
て
い
く
。

消防団車両と令和５年度に完成した第１分団車庫

自校式による出来たての温かい給食

問　
給
食
の
過
去
４
年
間

分
の
１
日
当
た
り
の
品

数
を
調
査
し
た
と
こ
ろ
、

年
々
減
少
傾
向
で
あ
る
こ

と
が
分
か
っ
た
。
物
価
高

騰
の
折
、
な
ん
と
か
保
護

者
の
負
担
が
増
え
な
い
よ

う
に
給
食
費
を
金
額
据
え

置
き
で
や
り
く
り
し
て
い

る
の
で
は
な
い
か
。
給
食

の
質
を
確
保
す
る
た
め
に

も
、
学
校
給
食
事
業
の
中

で
賄
い
材
料
費
の
村
負
担

分
の
増
額
や
、
給
食
費
そ

の
も
の
の
増
額
が
必
要
で

あ
る
と
考
え
る
が
見
解
を

伺
う
。

答　
食
材
費
の
値
上
が
り

は
相
次
い
で
お
り
、
学
校

給
食
の
運
営
は
一
段
と
厳

し
い
状
況
。
今
後
も
こ
の

新政とうかい

川
かわ

崎
さき

　克
かつ

彦
ひこ

　議員

宮
みや

本
もと

　翔
しょう

太
た

　議員

一

般

質

問
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